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唐隈集落で行われたウニの捕獲（記事は P.13）
ウニ漁解禁



 

避
難
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

 

逃
げ
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

 

大
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

大
雨
・
台
風
が
近
づ
い
て
き
た

町
か
ら
の
避
難
準
備
情
報
の
確
認

町
か
ら
の
避
難
勧
告

避
難
指
示
の
発
令
を
確
認

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
避
難

開
始
。
そ
の
他
の
人
は
避
難
準
備

避
難
所
へ
避
難
開
始

自
主
防
災
組
織
も
し
く
は
町
へ
連
絡

前
兆
現
象
を
発
見

　

近
年
、
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、
人
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
が
予
防
対
策
を
す
る
こ
と
で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
防
災
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

土
砂
災
害
に
備
え
よ
う

土
砂
災
害
に
備
え
よ
う

避
難
行
動

①
避
難
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

※
学
校
や
公
共
施
設
、
各
地
区
の
公
民

館
等
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

１ 時 間 に 20 ㍉ 以 上、 ま た は 降 り 始
め て か ら 100 ㍉ の 降 雨 量 に な っ た ら
注意しましょう。

土 石 流 は 速 度 が 速 い た め、 土 砂 の 流
れ る 方 向 に 対 し て 直 角 に 逃 げ ま し ょ
う。

日 ご ろ か ら 家 族 全 員 で 避 難 場 所 や 避
難する順路を決めておきましょう。

災
害
の
前
兆
現
象
を
ご
存
知
で
す
か

こ
ん
な
現
象
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

て
く
る

が
け
に
割
れ
目
が
見
え

る

が
け
か
ら
水
が
わ
き
出

て
い
る

山
鳴
り
が
す
る

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
、
川
の
水
位
が
下
が
る

川
の
流
れ
が
濁
り
、
流

木
が
混
ざ
り
は
じ
め
る

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る

が
け
崩
れ

土
石
流

地
す
べ
り

連
絡
体
制

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
態

に
な
っ
た
場
合
、
安
否
確
認
の

伝
言
を
録
音
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

前
兆
現
象
の
発
見
・
避
難
支

援
・
災
害
発
生
・
避
難
所
の
開

設
状
況

長
島
町
役
場
総
務
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

け
が
人
が
出
た
・
人
命
救
助

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

１
１
９
番
も
し
く
は

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
０
１
１
９

勧
告
等
の
意
味
を
ご
存
知
で
す
か

避
難
準
備
情
報

避
難
行
動
に
時
間
が
か
か
る
人

は
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ

の
他
の
人
は
、
避
難
準
備
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

避
難
勧
告

避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
指
示

避
難
し
て
い
な
い
人
は
、
直
ち

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
余

裕
が
な
い
場
合
は
、
生
命
を
守

る
最
低
限
の
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

伝
言
の
録
音
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス

録
音
の
場
合
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

ガ
イ
ダ
ン
ス

０
９
９
６
‐
×
×
‐
×
×
×
×

伝
言
の
再
生
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス

再
生
の
場
合
２
を
ダ
イ
ヤ
ル
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平
成
20
年
度
の
町
県
民
税
額
が

決
定
し
、
納
税
通
知
書
、
納
付
書

を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
町
県
民
税
は
、
一
般
的
に

住
民
税
と
も
呼
ば
れ
、
県
や
町
の

仕
事
に
必
要
な
経
費
を
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
の
能
力
に
応

じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

税
金
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
留
意
し
て
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
め
る
人
は

・
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
長

島
町
内
に
住
所
の
あ
る
人

・
長
島
町
内
に
住
所
は
な
い
が
、

事
務
所
・
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷

の
あ
る
人

○
納
め
る
額
は

・
均
等
割
額

年
額
４
、５
０
０
円

県
民
税
１
、
５
０
０
円
（
う
ち

５
０
０
円
は
森
林
環
境
税
）

町
民
税
３
、０
０
０
円

・
所
得
割
額

前
年
の
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除

や
扶
養
控
除
等
の
各
種
控
除
を
行

っ
た
「
課
税
標
準
額
」（
課
税
の

対
象
と
な
る
金
額
）
を
も
と
に
算

出
し
ま
す
。

・
県
民
税
は
、
課
税
所
得
金
額
の

一
律
４
％
の
額
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
町
民
税
は
、
課
税
所
得
金
額
の

一
律
６
％
の
額
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ

種
（
税
務
）
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税

務
）
試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
る

と
、
全
員
が
税
務
大
学
校
に
入
校

し
、
一
年
間
、
税
務
職
員
と
し
て

必
要
な
専
門
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
研
修
を
受
け
ま
す
。
そ
の

後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税

の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

平
成
20
年
６
月
24
日
（
火
）
か
ら

７
月
１
日
（
火
）
ま
で
（
通
信
日

付
印
有
効
）

○
第
一
次
試
験

平
成
20
年
９
月
７
日
（
日
）

○
申
込
用
紙

出
水
税
務
署
に
備
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

出
水
税
務
署
総
務
課

℡
０
９
９
６
‐
６
２
‐
０
２
０
０

税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
変

動
に
係
る
経
過
措
置
（
平
成
20
年

度
で
適
用
）

　

平
成
19
年
中
の
所
得
が
大
き
く

下
が
り
、
所
得
税
が
非
課
税
と

な
っ
た
場
合
、
税
源
移
譲
に
伴
い

平
成
19
年
度
個
人
住
民
税
で
税
負

担
が
上
が
っ
た
分
を
平
成
19
年
分

所
得
税
で
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度

に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
個
人
住

民
税
を
税
源
移
譲
前
の
個
人
住
民

税
額
ま
で
減
額
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
別
表
の
と

お
り
）

注  

人
的
控
除
額
と
は

　

所
得
税
と
個
人
住
民
税
の
そ
れ

ぞ
れ
の
税
額
を
算
出
す
る
場
合
に

差
し
引
く
所
得
控
除
の
う
ち
、
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
障
害
者

控
除
な
ど
、
人
に
着
目
し
た
項
目

町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 )

町民プール ( 鷹巣 ) Ｂ＆Ｇプール ( 指江 )

開放日
７月 26 日～８月 30 日

（月曜日は休み）
※７月 24 日の町水泳記録会
までは、小学校が使います。

７月 21 日～８月 30 日
（月曜日は休み）

開 放 時 間 午前 10 時～午後５時まで

休 憩 時 間
午後０時から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上がっ
てもらいます。

入場料
町内　大人 100 円　小中高生 50 円
　( 町外者は 2 倍 )
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場でき
ません。

を
人
的
控
除
と
い
い
ま
す
。
所
得

税
の
人
的
控
除
額
に
比
べ
、
個
人

住
民
税
の
人
的
控
除
額
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
19
年
度
町
県
民
税
（
個
人

住
民
税
）
減
額
申
告
書
は
６
月
下

旬
ご
ろ
対
象
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

※
こ
の
申
告
は
、
平
成
20
年
７
月

１
日
か
ら
平
成
20
年
７
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
平
成
19
年
１
月
１
日

現
在
の
住
所
所
在
地
の
市
町
村
に

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
税
務
課
町
民
税
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
２
３

Ｂ＆Ｇ艇庫 ( 蔵之元 )

開　放　日
夏休み期間中　７月 21 日～８月 30 日まで

（月曜日は休み）
※事前の予約が必要です。利用される団体等は、１週間前
までに社会教育課へご連絡ください。

開 放 時 間 午前１０時～午後５時まで

休 憩 時 間 午後０時から午後１時までは、休憩時間とします
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

使 用 料 町内の小中高生　カヌー１艇 1 時間当たり 100 円
大人　カヌー１艇１時間当たり 200 円

プールと艇庫を開放します

プール業務パート職員の募集
勤務期間　町民プール　７月 26 日～８月 30 日　　Ｂ＆Ｇプール　７月 21 日～８月 30 日
募集人員　一般２人、　高校生 10 人
業務内容　場内の監視および清掃
勤務時間　午前９時～午後５時
賃　　金　一般：時給７８０円、高校生：７００円
申込期限　平成 20 年７月４日（金）までに社会教育課へご連絡ください。

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、

受
給
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
も

の
で
、
６
月
１
日
現
在
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の

手
当
（
平
成
20
年
10
月
支
給
分

か
ら
）
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
提
出
期
限
ま
で
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

平
成
20
年
６
月
30
日
（
月
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
現
況
届　

②
印
鑑　

③
受
給

者
（
通
知
の
宛
名
の
人
）
の
健

康
保
険
証
ま
た
は
年
金
加
入
証

明
書
（
国
民
年
金
の
人
は
不
要
）

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
も
の

○
平
成
20
年
１
月
１
日
時
点
で

長
島
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

・
平
成
20
年
度
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書

※
平
成
20
年
１
月
１
日
時
点
で
住

所
の
あ
っ
た
市
区
町
村
で
発
行

○
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
人

（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ
て

い
る
人
）

・
別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民

票
謄
本
（
世
帯
全
員
の
も
の
）

・
生
計
監
護
同
一
申
立
書

※
役
場
に
用
紙
が
あ
り
ま
す

○
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
人

・
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
以
外
）

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
福
祉
課
・
総
合
管
理
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

６月は町県民税 ( 普通徴収分 )
第１期の納付月

『納期限は６月 30 日（月）です』

６
月
中
に
児
童
手
当
の
現
況
届
を

税の時間です

３
団
体
か
ら
寄
付
金

■
５
月
30
日
、（
有
）
ア
フ

マ
ッ
ク  

道
の
駅
長
島
か
ら

本
町
へ
寄
付
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
日
、
役
員
が
役

場
を
訪
れ
、
山
口
新
一
代
表

取
締
役
か
ら
川
添
健
町
長
へ

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

■
旧
関
西
あ
づ
ま
会
と
旧
関

西
長
島
会
が
合
併
し
、
６
月

１
日
に
記
念
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

の
際
に
、
新
「
関
西
な
が
し

ま
会
」
か
ら
本
町
へ
寄
付
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
東
京
牛
深
会
が
４
月
18

日
、
本
町
を
視
察
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
お
礼
と
し

て
、
５
月
15
日
に
同
会
か
ら

本
町
へ
寄
付
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
寄
付
金
は
、
町

発
展
の
た
め
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

道の駅から町へ寄付金を贈呈

対象者

次の１と２を満たす人

１、 平 成 19 年 度 個 人 住 民 税 課 税 所

得金額（申告分離課税分を除く）＞

所得税との人的控除額の差の合計額

２、 平 成 20 年 度 個 人 住 民 税 課 税 所

得金額（申告分離課税分を含む）≦

所得税との人的控除額の差の合計額

計算方法

平成 19 年 度 の 個 人 住 民 税 の 合 計 課

税所得金額について、税源移譲後の

税率を適用し、調整控除を行った後

の税額から、税源移譲前の税率を適

用した税額を差し引いた額を減額し

ます（既に納税済みの場合は還付し

ます）。

申　告

対象者は、 平 成 20 年 ７ 月 １ 日 か ら

平成 20 年７月 31 日までの間に、平

成 19 年 １ 月 １ 日 現 在 の 住 所 所 在 地

の市町村に申告書を提出することに

なります。

別表
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

宇
宙
へ
の
秘
密
の
鍵ホ

ー
キ
ン
グ  
著

子どもを輝かせる 10 のお話

日野原重明  著

ホーキング博士が、子どもたちのために書いた、スペース・ア
ドベンチャー。物語の力で「科学する心」を育てる画期的な本。
物語を楽しく読みながら、宇宙の起源、太陽系、ブラックホー
ルなどの最先端の知識が身につき、コラムと美しいカラー写真
が、科学の基礎として、すぐれたガイドになっている。

「
近
年
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
る
な
か
で
痛
感

し
て
い
る
の
は
、
幼
少
期
に
は
ア
ー
ト
や
音
楽
な
ど
、
よ
き
も
の

と
た
く
さ
ん
出
会
い
、
感
性
を
育
む
こ
と
で
す
」。
日
野
原
先
生

初
と
な
る
、
子
育
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
ブ
ッ
ク
。
巻
末
に
は
、
著
者
が

選
ん
だ
『
子
ど
も
を
輝
か
せ
る
」
絵
画
作
品
も
カ
ラ
ー
で
収
録
。

百
合
の
花
ひ
ら
か
ん
と
す
る
空
の
青　
　
　

山
嵜
加
代
子

母
が
煎
り
し
新
茶
の
黄
色
金
の
い
ろ　
　
　

二
階
堂
妙
子

新
茶
つ
ぐ
今
日
は
真
白
き
割
烹
着　
　
　
　

大
堂　

早
苗

み
ん
な
お
い
で
よ
栴
檀
の
花
ざ
か
り　
　
　

迫
口　

君
代

海
原
へ
黄
砂
来
る
日
や
忘
れ
傘　
　
　
　
　

平
山　

風
鳥

白
無
垢
の
戴
帽
式
や
胡
蝶
蘭
　
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

脱
ぎ
捨
て
て
無
心
に
伸
び
る
若
竹
の

　
　
　

晩
春
の
陽
に
緑
耀か
が
よふ　

　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

我
に
似
ぬ
自
画
像
の
顔
に
幾
筋
の

　
　
　

皺し
わ

を
添
へ
つ
つ
ひ
と
日
終
れ
り　
　

本
田　

幸
子

晴
れ
渡
る
皐さ

つ
き月

の
空
の
じ
ゃ
が
芋
畑

　
　
　

蝮
ま
む
し

の
い
で
て
ひ
と
時
騒
ぐ　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

所
々
花
咲
く
野
ば
ら
残
し
つ
つ

　
　
　

刈
払
機
で
土
手
の
草
刈
る　
　
　
　

松
元　

睦
子

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
に
杉
の
香
顕た

ち
て
天
に
伸
ぶ

　
　
　

湖
面
す
が
し
く
昼
の
風
吹
く　
　
　

吉
田　

映
子

只
な
ら
ぬ
燕
の
声
す
百む
か
で足

見
て

　
　
　

雛
守
ら
ん
と
騒
ぐ
親
鳥　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

生
き
死
に
は
か
ね
て
思
へ
ど
カ
ナ
リ
ヤ
の

　
　
　

羽
根
美
し
き
ま
ま
に
冷
た
し　
　
　

岩
下　

房
代

病
室
の
窓
ご
し
に
見
る
星
の
ま
た

　
　
　

そ
の
奥
の
星
空
深
く
し
て　
　
　
　

岩
冨
八
代
子

ト
レ
モ
ロ
の
琴
の
調

し
ら
べ
は
快
し

　
　
　

老
ら
の
顔
の
生
き
生
き
と
し
て　
　

樫
平　

頼
子

日
々
背
に
音
響
か
せ
て
草
刈
り
の

　
　
　

齢
よ
わ
い

重
ぬ
る
峡か

い

の
棚
田
に　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

祝
状
や
祝
花
に
囲
ま
れ
百
歳
を

　
　
　

迎
へ
て
母
の
命
尊
し　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

潮
引
き
て
現
れ
し
岩
面
に
名
も
知
ら
ぬ

　
　
　

鳥
き
て
鳴
け
り
春
の
日
の
午
後　
　

浜
田
美
代
子

潮
満
つ
る
音
と
蜜
柑
の
花
匂
ふ

　
　
　

夕
べ
の
峡か

い
じ路
歩
み
て
終
る　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

短
歌

梅
の
花
散
し
目
が
出
る
葉
が
茂
り

　
　

実
が
見
え
ず
と
も
葉
が
く
れ
な
り
し　

町
田　

末
則

庭
前
に
ク
チ
ナ
シ
の
花
咲
き
香
る

　
　
　

植
え
定
め
た
り
三
十
余
年　
　
　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

養
殖
の
湾
一
望
や
椎
若
葉　
　
　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

里
山
や
水み

ず
た田

に
お
よ
ぐ
鯉
幟　
　
　
　
　
　

笹
元　

政
美

町
長
動
静　

５
月

１
日　

町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会
お
よ
び
町
衛
生
自
治
会

　
　
　

連
合
会
総
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
祭
（
水
俣
市
）

２
日　

町
観
光
事
業
活
性
化
検
討
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

３
日　

交
通
安
全
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
（
指
江
庁
舎
）

５
日　

１
０
０
歳
お
祝
い
贈
呈
（
町
内
）

８
日　

と
も
し
び
隊
総
会
（
長
島
町
役
場
）

９
日　

県
地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
ご
み
処
理
場
説
明
会
（
阿
久
根
市
）

12
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
鹿
児
島
県
支
部
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

13
日　

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

出
水
地
区
建
設
業
協
会
出
水
支
部
総
会
（
出
水
市
）

19
日　

町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

20
日　

町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
説
明
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

県
庁
・
北
薩
地
域
振
興
局
陳
情
（
県
内
）

21
日　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

22
日　

民
生
委
員
表
彰
伝
達
式
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
議
会
（
阿
久
根
市
）

23
日　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
総
代
会
（
出
水
市
）

　
　
　

県
農
地
海
岸
保
全
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

町
・
町
建
友
会
災
害
等
発
生
時
応
援
協
定
書
調
印
式

（
長
島
町
役
場
）

26
日　

長
島
高
校
跡
地
活
用
陳
情
（
東
京
都
）

27
日　

お
さ
か
な
祭
り
実
行
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

28
日　

全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会
（
沖
縄
県
）

29
日　

日
本
港
湾
協
会
総
会
（
沖
縄
県
）

　長島町文化協会の総会が５月 14 日、 長島町

文化ホールで開催されました。

　 同 協 会 は 本 年 度、46 団 体 で 活 動 し て い く こ

とになりました。合併後２年間会長としてご尽

力いただいた飯尾一成氏が勇退され、後任に余

宮安之氏（本町）を選出しました。

　新会長に就任した余宮氏は「文化活動の底辺

拡大を図りながら、町文化祭を中心に据えて活

動し、文化活動を盛り上げて行きたい」と就任

のあいさつをしました。

　同協会の新役員は次のとおりです。

顧　問　飯尾一成

会　長　余宮安之

副会長　田中忠臣、竹之内重信、坪久田アキミ

監　事　原口哲彌、入口　守、樫平賴子

　　　　　　　　　　　　　（任期は２年）

文化協会の新会長に余宮氏
長
島
町
文
化
協
会

会
長　

余
宮　

安
之  

氏

　
長
島
町
商
工
会
で
は
、
同
商
工
会
共
通

商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
券
は
、
商
工
会
会
員
の
物
品

販
売
業
や
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
幅

広
い
業
種
の
お
店
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
入
学
・
就
職
の
お
祝
い

■
お
中
元
・
お
歳
暮

■
敬
老
・
父
・
母
の
日
の
贈
り
物

■
ゴ
ル
フ
大
会
の
賞
品
・
景
品

■
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
冠
婚
葬
祭
の
贈
り
物

■
快
気
祝
い
の
お
返
し
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INFORMATION

 

防
災
無
線
の

　
　
　

放
送
時
間
変
更

 

防
火
管
理
者

　
　

資
格
取
得
講
習
会

 

上
場
会
社
の

　
　
　

株
券
が
電
子
化

 

最
低
賃
金
法
が

　
　
　

改
正
さ
れ
ま
す

明
る
い
選
挙

　

啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

こ
れ
ま
で
防
災
無
線
の
定
時
放

送
や
チ
ャ
イ
ム
の
時
間
帯
な
ど
、

合
併
後
も
旧
町
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
見
直
し
を
行
い
、
７
月
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

○
定
時
放
送

午
後
８
時
と
翌
朝
午
前
７
時
に
同

じ
内
容
の
放
送
を
２
回
、
屋
内
放

送
だ
け
で
実
施
し
ま
す
。

○
チ
ャ
イ
ム
の
時
間

午
前
６
時
・
正
午
・
午
後
５
時
・

午
後
９
時
（
夏
季
は
午
後
５
時
を

６
時
に
変
更
）

○
ラ
ジ
オ
体
操
の
屋
外
放
送

旧
長
島
町
で
、
夏
休
み
期
間
中
に

実
施
し
て
き
た
ラ
ジ
オ
体
操
の
屋

外
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

平
成
20
年
７
月
24
日
・
25
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

阿
久
根
市
民
会
館　

第
１
会
議
室

○
募
集
人
員　

30
人

○
申
込
受
付
期
間

平
成
20
年
６
月
16
日
～
７
月
11
日

（
郵
送
は
、
７
月
11
日
消
印
有
効
）

○
受
講
料　

３
、５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

東
分
遣
所

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
０
１
１
９

長
島
分
遣
所

℡
０
９
９
６
‐
８
８
‐
５
３
３
３

　

平
成
21
年
１
月
、
上
場
会
社
の

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
株
券

の
電
子
化
に
よ
り
上
場
会
社
の
株

券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権
利

は
証
券
会
社
等
の
金
融
機
関
の
口

座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株

券
電
子
化
の
実
施
前
ま
で
に
名
義

書
換
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
証
券
業
協
会

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

℡
０
３
‐
３
６
６
７
‐
４
５
０
０

　

最
低
賃
金
法
は
、
就
業
形
態
の

多
様
化
等
が
進
展
す
る
中
で
、
最

低
賃
金
制
度
が
十
分
に
機
能
す
る

よ
う
に
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か

ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

○
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る

場
合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
め

る
よ
う
、
生
活
保
護
の
施
策
と
の

整
合
性
に
配
慮
し
ま
す
。

○
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
の

場
合
の
罰
金
額
が
２
万
円
か
ら

50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
に

つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
法
の
罰
則

は
な
く
な
り
、
労
働
基
準
法
の
賃

金
の
全
額
払
違
反
の
罰
則
（
罰
金

の
上
限
額
30
万
円
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

○
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
者
等
に
関
す
る
適
用
除
外

が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減
額

特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

○
派
遣
労
働
力
者
に
つ
い
て
、
派

遣
先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

℡
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

　

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

○
内
容

明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
内
容
に
、
自
由
に
表
現
し
て
く

だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

小
・
中
・
高
校
の
児
童
生
徒

○
応
募
期
間

平
成
20
年
９
月
12
日
ま
で

○
画
材　

描
画
材
料
は
自
由

○
大
き
さ
の
基
準

画
用
紙
の
四
ツ
切
、
八
ツ
切
も
し

く
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

長
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
２
０

　　毎年７月は社会を明るくする運動強化月間です

防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り
　

毎
年
７
月
を
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
強
化
月
間
と
定
め
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望
み

で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た

め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を

処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決

意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て

い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
す

る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地

域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
、
ま
た

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

みんなで食育を進めよう
　６月は「食育月間」、毎月 19 日は「食育の日」です。

　「食」はわたしたちが生きる上で欠かせない命の源であると同時

に、おいしさや食事の楽しさから、心も豊かにしてくれるとても大

事なものです。

　しかし、近年、生活スタイルや価値観が多様化し、わたしたちの

食生活や食環境も変化しました。それに伴い栄養の偏りや不規則な

食事、肥満や生活習慣病の増加、痩せ願望、食の海外への依存、食

の安全に関する問題など、「食」に関するさまざまな問題が生じて

います。

　この機会に「食」について考えを改めてみましょう。

平
成
20
年
度
食
育
標
語
（
内
閣
府
選
定
）

う
れ
し
い
な　

笑
顔
満
点　

食
満
点

食
文
化　

次
は　

あ
な
た
が
守
る
番

選
ぶ
こ
と　

君
の
健
康　

守
る
こ
と

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

防衛大学校学生
推薦 高卒 ( 見込含 )21 歳未満 ９月５日～９月９日 ９月 27 ・ 28 日

一般 高卒 ( 見込含 )21 歳未満 ９月８日～９月 30 日 １次 11 月 15 ・16 日　２次 12 月 16 ～ 20 日

防衛医科大学校学生 高卒 ( 見込含 )21 歳未満 ９月８曰～９月 30 日 １次 11 月１・２曰　２次 12 月３～５曰

航　空　学　生 高卒 ( 見込含 )21 歳未満 ８月１日～９月 10 日 １次９月 23 日  ２次 10 月 18 ～ 23 日  ３次 11 月 15 日～ 12 月 12 日

看　護　学　生 高卒 ( 見込含 )24 歳未満 ９月８日～９月 30 日 １次 10 月 25 日　２次 11 月 22 ・23 曰

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月 10 日 １次９月 20 日　２次 10 月 9 ～ 16 日

２等陸・海・空士
男子 18 歳以上 27 歳未満 年間を通じて行っています。 受付時にお知らせします。

女子 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月 10 日 ９月 28 ・29 日

平成 20 年度自衛官等の募集

【問い合わせ先】自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所　℡ 0996‐22‐2401
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

町

ット被害  他人ごとではないネ 川床中でｅ－ネット安心講座

やかな町の継続を
交通安全「ジャガイモ作戦」

や消防団と協力  生命財産守る
災害等発生時応援協定書調印式

　ちょっと待ってケイタイ―。川床中学校は５月１日、
ＰＴＡを対象にｅ－ネット安心講座を開催しました。
　この講座は、子どもをインターネットや携帯電話の
有害な情報から守ろうと開かれたもので、九州総合通
信局の古閑慎一氏を講師に招き、チェーンメール、出
会い系サイト、詐欺・脅迫などの危険性や有害サイト
アクセス制限サービスの普及などについて指導を受け
ました。
　保護者を前に古閑氏は「被害は他人ごとではありま
せん。子どもに携帯電話を持たせない。あるいは有害
なサイトへアクセスできないサービスを活用しましょ
う」と危険防止策を訴えました。

　恒例となった交通安全「ジャガイモ作戦」
が５月３日、指江庁舎駐車場で行われました。
　この日は、阿久根地区交通安全協会長島西
支部や長島ライオンズクラブ、近隣集落の
婦人部ら約 50 人が参加。小林信正同支部長
が「現在、この支部内では死亡事故０の日を
4179 日継続中です。事故の無い穏やかな町
であり続けてほしい」とあいさつして作戦は
スタートしました。
　この作戦には、120 ㌔、500 パックの蒸か
しジャガイモが用意され、国道 389 号を通
りかかる車のドライバーに、参加者からチラ
シとジャガイモ１パックずつが手渡され、交
通事故防止を訴えました。
　ゴールデンウィーク中の作戦実施というこ
とで、県外ナンバーの車も多く、交通安全の
呼びかけとあわせて、長島の特産品のＰＲに
もつながりました。

　長島町と長島建友会との間で、災害時等における応
援の協定について合意がなされ、５月 23 日、協定書
調印式が長島町役場町長応接室で行われました。
　調印式には、川添健町長、福山義弘会長をはじめ同
会役員、町関係者らが出席。川添町長と福山会長が協
定書に署名捺印して握手を交わしました。
　調印を終え、福山会長は「町民の生命と財産を守る
ため、災害等発生時に町や消防団と協力していきたい」
と豊富を述べました。

↑ツーリング中のバイクの運転手に交通安全を呼びかける

↓講師の訴えに耳を傾ける保護者ら

↑関係者が見守る中、川添町長と福山会長が調印

穏

中学生が町長へ直訴
城川内運動場の施設整備を陳情

生園をきれいに清掃長 民生児童委員がボランティア

のおもちゃ遊びに夢中昔 歴史民族資料館無料開放デー

小

↑不慣れなナイフを使
い、竹とんぼの製作す
る参加者

←こどもの日に、親子
がふれあいながら昔の
文化を体験

　城川内小ソフトボールスポーツ少年団と長島中野球
部は５月 15 日、指江庁舎を訪れて町長陳情を行いま
した。
　陳情したのは、城川内運動場のトイレ改修と防犯灯
設置の２件です。同運動場のトイレは、汲み取り式で
不衛生なため、水洗に改修してほしいと要望。ナイター
消灯後には真っ暗になり、転倒事故などの危険性があ
るため、防犯灯の設置を求めました。
　小・中学校の児童生徒が、役場を訪れ町長へ直接陳
情するのは初めてのことです。

　長島町民生委員児童委員協議会（垂門和志会長）は
５月９日、養護老人ホーム長生園の清掃作業を行いま
した。
　同協議会は、例年この時期に同様のボランティアを
実施しています。今年は、男性委員が園庭に生い茂っ
た雑草を刈り取り、女性委員が施設の玄関や食堂の窓
を丁寧に磨きました。

　こどもの日の５月５日、長島町歴史民俗資
料館で無料開放デーが実施され、約 50 人の
家族連れが来場して、昔の遊びや長島の歴史
に触れる機会となりました。
　昔の遊び体験として、町文化財保護審議会
の林季治会長らが竹とんぼや水でっぽう、か
ざぐるまなど、昔のおもちゃづくりやその遊
び方を指導しました。子どもたちは慣れない
ナイフさばきでおもちゃを作ったり、完成し
たおもちゃで遊んだりしました。特に「ねこ
てん」のくるくる回る様子が面白かったよう
で、みんな遠くへ飛ばそうと夢中になってい
ました。
　今回、参加した子どもたちや保護者らは「長
島にこんな歴史があったのか」と感心してい
ました。
　同資料館では、多くの人に来場してもらえ
るよう工夫し、来年もこの催しを実施する予
定です。

↓陳情に訪れた児童生徒ら

↑日ごろ手の届かない場所を清掃する民生児童委員
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

１年間の功績が認められる２ 濵田さんに厚生労働大臣特別表彰

山さんが 100 歳の誕生日

導者としての資質向上を図る指 出水地区社会教育有志指導者初級研修会

　民生委員・児童委員に対する厚生労働大臣特別表彰
の伝達式が５月 22 日、役場指江庁舎町長室でありま
した。
　特別表彰は長年にわたり民生委員・児童委員を務め、
功績が顕著な人に贈られるものです。本町からは、民
生委員を 21 年間務められた濵田益男さん（71）＝指
江＝が表彰され、同日、川添健町長から表彰状が手渡
されました。
　表彰状を受け取った濵田さんは「民生委員に相談す
ることが理解されない時代がありました。現職の皆さ
んは相談役に徹してほしい」とエールを送りました。

　５月５日、母良木の中山ミツヨさんが 100
歳の誕生日を迎えられ、町からお祝いが届け
られました。
　同日、中山さん宅にはお子さんやお孫さん
らからたくさんの生花などが贈られ、祝福を
受けていました。町を代表して川添健町長も
中山さん宅に駆けつけ、中山さんに「さらに
長寿を重ねられてください」とお祝い状と記
念品を手渡しました。
　農業の傍らたばこ屋を営んでこられた中山
さんは「よかお祝いをしてもらって、うれし
い」と喜んでいました。長寿の秘訣は好き嫌
いなく、何でも食べることだそうです。
　本町には中山さんを含め、100 歳以上の人
は４人おられます。

　社会教育関係団体の充実を図ろうと５月 15 日、出
水地区社会教育有志指導者初級研修会が長島町文化
ホールとＢ＆Ｇ体育館で開催されました。
　地区内の高齢者教育、女性教育の団体から約 260
人が参加したこの研修会。文化ホールで「高齢者の心
と体」や「女性の社会的役割と指導者」などと題した
講演の後、Ｂ＆Ｇ体育館でグループワークトレーニン
グを行い、指導者としての資質の向上を図りました。
　グループワークトレーニングでは、参加者が初対面
の人とグループになり、チームワークの楽しさやコ
ミュニケーションの大切さなど、和やかな雰囲気の中
で学んでいました。

↑まだまだお元気な中山さんに、お祝い状が手渡される

↓厚生労働大臣特別表彰を受けられた濵田さん

↑グループで与えられた課題に取り組む

中

万７千尾を大海原へ
鷹巣小児童がヒラメの稚魚放流

年寄りの安否を確認お ともしび隊が独居老人等を訪問

波などで捕獲に苦戦高 東シナ海側でウニ漁解禁

１

↑高波にのまれながら
ウニを捕獲する

←本町の透き通った海
の底に生息するウニ

　町と東町漁業協同組合は５月 27 日、漁業資源の維
持・増大を図ろうと薄井漁港に稚魚を放流しました。
　放流されたのは体長約 10 ㌢のヒラメの稚魚 1 万
7900 尾。稚魚を漁船４隻で沖合いまで運び、鷹巣小
の４年生 33 人の協力を得て大海原へ放ちました。
　放流を終えた平通愛海ちゃんは「ヒラメをペットに
したかった。大きくなってほしい」と話していました。

　昨年 11 月、役場職員を中心に結成された「ともし
び隊」が５月下旬、町内のお年寄り宅を訪問しました。
　同隊の活動は、独居老人等の生活相談や災害時支援
などを目的としていて、訪問対象者は約 320 人います。
　今回は、民生委員の協力を得て、グループごとに各
集落を巡回し、お年寄りの安否確認などを行いました。

　本町の東シナ海に面した集落で５月下旬、
ウニ漁が解禁され唐隈集落では５月 17 日、
18 日の２日間、タモや桶を手にした住民が
磯に繰り出しました。
　毎年、この時期に行われるウニ漁。主にム
ラサキウニが捕獲され、北さつま漁業協同組
合や地元の加工業者に引き渡されています。
　17 日に浅瀬で漁をしていた女性は「今年
は少ないね」。胸の高さほどのところで素潜
りしていた男性は「ウニはいるけど波が高く
て捕るのが難しい」と漁に苦戦している様子
でした。
　本町近海のウニは、年々減少傾向にありま
す。今後は環境破壊を食い止め、資源を守り
育てていく必要がありそうです。

↓稚魚を放流する鷹巣小の児童たち

↑会話を通して、お年寄りの日常生活の様子を伺う隊員
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比

人　口　  11,919( +12)
男　性　　5,736(    +5)
女　性　　6,183(    +7)
世　帯　　4,385(    +2)

平成 20 年 5 月 31 日現在

 わが
ま

ち

の景観
づ

く

り

インタビュー

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
本
番
を
迎
え
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
り
、
雨
に
う
た
れ

て
い
ま
す
。
花
は
梅
雨
が
明
け
、
７
月
下
旬

ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ジ
サ
イ

は
挿
し
木
に
よ
り
簡
単
に
増
や
す
こ
と
が
で

き
、
挿
し
木
は
、
梅
雨
の
時
期
が
最
適
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
挿
し
木
の
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

ア
ジ
サ
イ
の
挿
し
木

○
挿
し
穂
を
準
備

・
挿
し
穂
は
花
の
終
わ
っ
た
枝
や
花
の
付
い

て
い
な
い
枝
ど
ち
ら
で
も
使
え
ま
す
。

・
枝
の
中
間
と
先
端
ど
ち
ら
で
も
使
え
ま

す
。

○
枝
を
２
節
に
切
る

・
写
真
の
と
お
り
２
節
ご
と
に
切
り
、
下
の

葉
は
落
と
し
て
、
残
っ
て
い
る
葉
は
半
分
に

切
り
ま
す
。

○
土
に
挿
す

・
挿
し
穂
の
準
備
で
き
た
ら
、
市
販
の
挿
し

木
用
の
土
や
水
は
け
の
よ
い
土
に
挿
し
ま

す
。

※
挿
し
木
は
、
花
壇
な
ど
に
挿
す
よ
り
も
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
入
れ
物
な
ど
に
挿
し
た

方
が
後
の
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

○
そ
の
後
の
管
理

・
直
射
日
光
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
木
陰
に

置
き
ま
す
。

・
１
カ
月
ほ
ど
で
根
が
出
て
き
ま
す
が
、
新

芽
が
出
て
、
あ
る
程
度
大
き
く
な
る
ま
で
水

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

今
後
の
管
理

　

現
在
咲
い
て
い
る
ア
ジ
サ
イ
は
、
花
が
終

わ
っ
た
ら
、
花
か
ら
２
節
ほ
ど
下
の
部
分
で

切
り
戻
し
を
行
い
ま
す
。
株
の
た
め
に
も
早

目
に
切
り
取
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ア
ジ
サ
イ
を
増
や
そ
う

　

ア
ジ
サ
イ
は
、
挿
し
木
で
簡
単
に
増
や
せ

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
自
宅
の
周
り

な
ど
に
植
栽
し
て
増
や
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
事
業
推
進
課
景
観
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
６
６

Ｑ
獅
子
島
架
橋
へ
の
思
い
は
？

Ａ
夜
間
や
悪
天
候
の
と
き
に
救
急
搬

送
が
難
し
い
の
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
、
葬
儀
の
あ
と
火
葬
場
へ
行
く
の

も
船
を
利
用
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
細

部
に
わ
た
っ
て
不
便
を
き
た
し
ま

す
。
高
齢
化
を
解
消
す
る
に
は
、
橋

を
架
け
て
若
者
の
交
流
す
る
機
会
を

増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
あ
な

た
と
結
婚
し
た
い
が
、
獅
子
島
に
は

住
め
な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
よ
う

で
す
。
昔
は
島
内
だ
け
で
生
活
で
き

ま
し
た
が
、
今
は
外
と
か
か
わ
っ
た

生
活
で
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
我
々
が
生
き
て
い
る
間
に
橋
が

架
か
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
次
世
代
の
た
め
に
架
橋
を
実

現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

次世代のために架橋を

片側自治公民館長
藤川眞澄さん（69）

■
編
集
後
記
▽
昨
年
６
月
、

広
報
誌
に
川
内
の
ほ
た
る
の

写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今

年
、「
見
に
行
っ
た
よ
。
感

動
し
た
」
と
の
声
を
た
く
さ

ん
聞
き
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の

育
つ
環
境
を
守
り
続
け
、
も

っ
と
多
く
の
人
に
感
動
を
与

え
て
ほ
し
い
で
す
。（
濱
口
）

枝の先端部分枝の中間部分

葉を半分に切る

切り取る

枝の２節分を使う

ア
ジ
サ
イ
を
挿
し
木
し
よ
う
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５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

に
か
け
て
、
指
江
庁
舎
裏
の

土
手
に
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。

　

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

見
か
け
る
ユ
リ
で
す
が
、
こ

の
ユ
リ
は
な
ん
と
、
一
本
の

茎
に
65
の
花
を
つ
け
て
い
ま

し
た
。
近
所
の
本
田
善
博
さ

ん
が
数
え
て
役
場
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

写
真
上
部
の
花
が
そ
の
ユ

リ
で
す
。
所
狭
し
と
横
へ
並

ん
だ
花
を
、
約
10
㌢
ほ
ど
の

茎
が
支
え
て
い
ま
す
。
花
の

上
に
は
、
た
く
さ
ん
の
つ
ぼ

み
が
つ
い
て
い
て
、
花
の
数

は
も
っ
と
増
え
そ
う
で
し

た
。

　

町
内
の
花
屋
さ
ん
も
「
こ

ん
な
ユ
リ
は
初
め
て
見
た
」

と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

 

分
布

　

日
本
の
南
西
諸
島
お
よ
び

九
州
南
部
が
原
産
で
、
本
州

以
東
で
は
園
芸
用
に
移
入
さ

れ
た
も
の
が
分
布
し
て
い
ま

す
。

たわわに咲いたテッポウユリ



日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま７月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

  ６/２９ ４ ５

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１   ８/１   ８/２

  ６/３０ １ ２ ３
◎子宮癌・骨粗しょう症検診
◎三種混合
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉井中央病院 62-3111

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●吉田耳鼻咽喉科 62-0170

●高尾野医療センター 82-0017

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○徳森歯科医院 67-3608

□さくら薬局 63-7700

□しもずる薬局 64-2211

□上野薬局 72-1016

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎子宮癌・骨粗しょう症検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎肺・大腸癌、結核検診
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

○長島クリニック88-6405
○しお歯科医院 67-5844

□かりん薬局 64-1400

□こがね薬局 64-1132

□阿久根薬局 72-1017

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

◎肺・大腸癌、結核検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 3 歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○橋口歯科医院 73-0508

□あすか薬局 63-7322

□会営薬局阿久根店 72-5060

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

　　　　　海の日

○飯尾医院 88-5040
○村岡歯科医院 62-0601

□あじさい薬局 67-2055

□さかえまち薬局 72-0978

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

◎肺・大腸癌、結核検診
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
（保健センター）

◎ 2・2.6 歳児歯科検診
（保健センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

○平尾診療所 88-2595
○太田歯科クリニック 84-4700

□いまがま調剤薬局 65-7550

□クレイン薬局 63-4300

□神川薬局支店 72-0102

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

◎肺・大腸癌、結核検診
◎ＭＲ（３期、４期）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●上園医院 73-1055

●出水総合医療センター 67-1611

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●楠元内科医院 62-8600

●７月 21日は海の日です。
　「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」ことを趣旨としています。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
祝日には、国旗を掲げましょう！

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水病院 62-0419


